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２
０
２
２
大
学
案
内「K

ano
ya

」発
刊

表
紙
イ
ラ
ス
ト
に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
採
用

　

第
32
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
7
月

23
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
東
京

都
新
宿
区
の
国
立
競
技
場
で
の
閉
会
式
で
17

日
間
の
日
程
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
の
東
京
大
会
以
来
、
57
年
ぶ

り
２
度
目
の
東
京
で
の
開
催
と
な
っ
た
夏
季

五
輪
に
は
、
競
泳
４
×
２
０
０
m
リ
レ
ー
男

子
の
髙
橋
航
太
郎
選
手
（
平
成
28
年
卒
、
静

岡
県
出
身
）
、
自
転
車
競
技
男
子
オ
ム
ニ
ア

ム
の
橋
本
英
也
選
手
（
平
成
28
年
卒
、
岐
阜

県
出
身
）
、
カ
ヌ
ー
男
子
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
の
宮
田
悠
佑
選
手

（
平
成
26
年
卒
、
福
島
県
出
身
）
の
３
名
の

卒
業
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
本
学
食
堂
に

は
、
放
送
時
間
に
な
る
と
同
じ
課
外
活
動
に

所
属
す
る
後
輩
の
部
員
ら
が
マ
ス
ク
姿
で
集

い
、
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
応

援
し
ま
し
た
。
結
果
は
競
泳
が
予
選
敗
退
、

自
転
車
競
技
の
橋
本
選
手
が
15
位
、
カ
ヌ
ー

が
準
々
決
勝
敗
退
で
し
た
が
、
世
界
最
高
の

舞
台
に
出
場
し
て
健
闘
し
た
先
輩
た
ち
を
誇

り
に
、
精
一
杯
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

本
学
Ｏ
Ｂ
３
名
に
熱
い
声
援
！

本
学
Ｏ
Ｂ
３
名
に
熱
い
声
援
！

　
一
年
延
期
、無
観
客
な
ど
異

例
続
き
で
も
開
催
で
き
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。日

ご
ろ
目
に
し
な
い
競
技
に
ま
で

一
喜
一憂
さ
せ
て
も
ら
い
、勝
手

に
身
内
に
な
っ
た
気
分
で
涙
し

た
忙
し
い
時
間
だ
っ
た
。そ
ん

な
私
に
は
五
輪
の「
余
韻
」が

あ
る
。今
回
出
場
し
た
Ｏ
Ｂ
、

あ
と一
歩
で
出
場
を
逃
し
た
体

操
選
手
、前
回
ま
で
の
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
と
の
出
会
い
だ
。ス
ポ
ー

ツ
に
無
縁
な
人
生
の
私
に
は
到

底
想
像
で
き
な
い
努
力
や
時

間
を
積
み
重
ね
、世
界
で
戦
う

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
言

葉
が
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
ま
ま

な
の
だ
▼
業
務
上
彼
ら
に
話
を

伺
う
機
会
を
い
た
だ
け
た
。最

初
は
各
人
の
競
技
に
費
や
す
時

間
や
向
き
合
う
姿
勢
に
尊
敬

の
念
を
抱
い
た
。で
も
次
々
と

話
を
伺
っ
て
い
く
度
に
、彼
ら

皆
が
心
の
基
盤
は「
素
直
な
心

と
感
謝
の
気
持
ち
」に
溢
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。も
は

や「
体
感
」レ
ベ
ル
で
▼
夢
を
追

い
か
け
る
き
っ
か
け
や
思
い
は

各
々
違
う
。し
か
し
困
難
や
葛

藤
、伸
び
悩
む
時
間
等
に
向
き

合
い
な
が
ら
夢
を
つ
か
む
人
の

心
は
、恩
師
や
親
の
言
葉
を
受

入
れ
る「
素
直
」な
心
と
、周
り

の
支
援
や
応
援
に
気
づ
く「
感

謝
」の
気
持
ち
に
溢
れ
て
い
た
。

そ
う
育
て
ら
れ
、育
ち「
今
」が

あ
る
こ
と
は
必
須
な
の
で
は
な

い
か
と
思
え
、精
鋭
た
ち
の
底

力・パ
ワ
ー
を
感
じ
、そ
う
い
う

人
格
を
育
む
の
が
ス
ポ
ー
ツ
の

力
な
の
だ
と
、改
め
て
体
感
し

た
▼
毎
日
、目
に
す
る
も
の
全

て
に
怒
り
を
覚
え
る
程
短
気
な

私
。彼
ら
に
も
ら
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の「
余
韻
」を
大
切
に
、

今
年
四
十
歳（
周
年
）を
迎
え

る
本
学
と
一
緒
に
基
盤
を
し
っ

か
り
持
っ
た「
大
人
」に
な
り

た
い
と
思
う
。　
　
（
A
・
E
）

　

２
０
２
２
年
の
受
験
生
を

対
象
に
し
た
本
学
の
大
学
案

内
「K

anoya

」
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
イ
ラ
ス
ト

の
表
紙
が
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
初
の
試
み

と
し
て
学
内
か
ら
イ
ラ
ス
ト

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
教

職
員
・
学
生
4
名
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
10
点

の
作
品
の
中
か
ら
、
選

考
に
よ
り
名
和
栞
さ

ん
（
武
道
課
程
3
年
、

大
分
西
高
等
学
校
・
大

分
）
の
イ
ラ
ス
ト
ア
イ

デ
ア
2
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

後
日
、
広
報
活
動
に

お
け
る
感
謝
状
贈
呈

式
で
、
前
谷
嘉
一
広
報

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
知
名

度
ア
ッ
プ
と
受
験
生
の
増
加

を
目
的
に
、
本
学
広
報
室
で

は
受
験
生
と
そ
の
親
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
たL

IN
E

とY
ou

T
u
b
e

広
告
を
、

6
月
17
日
か
ら
8
月
16
日

ま
で
2
カ
月
間
、
関
東
エ
リ

ア
（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・

埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈

川
）
と
九
州
地
区
（
鹿
児

島
・
宮
崎
・
熊
本
・
福
岡
・

大
分
・
佐
賀
・
長
崎
）
で
展

室
長
（
理
事
・
副
学
長
）
か

ら
名
和
さ
ん
へ
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
名

和
さ
ん
は
「
ま
さ
か
自
分
の

イ
ラ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
が
選
ば

れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の

で
、
驚
き
ま
し
た
。
課
外
活

動
の
な
ぎ
な
た
を
表
紙
に
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

体
育
学
部
の
詳
細
や
入
試

情
報
の
ほ
か
在
学
生
・
卒
業

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
学

生
生
活
、
課
外
活
動
、
就
職

支
援
等
の
情
報
も
盛
り
込
ま

れ
、
受
験
生
必
携
の
1
冊
に

な
っ
て
い
ま
す
。

大学案内「Kanoya」の表紙・裏表紙大学案内「Kanoya」の表紙・裏表紙

前谷広報室長と名和さん前谷広報室長と名和さん大学ビデオ紹介から抜粋し、YouTube用に６秒CMを制作大学ビデオ紹介から抜粋し、YouTube用に６秒CMを制作

LINE広告ネットワークにLINE広告ネットワークに
ランダムに広告が配信されるランダムに広告が配信される

仕組みのLINE広告仕組みのLINE広告

学食で先輩の晴れ舞台を応援する後輩たち学食で先輩の晴れ舞台を応援する後輩たち

開
し
ま
し
た
。

　

Y
ou

T
u
b
e

広
告
で
は

6
秒
の
広
告
で
視
聴
完
了

ま
で
ス
キ
ッ
プ
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
バ
ン
パ
ー
広
告
を

採
用
、
コ
ア
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

あ
る
15
歳
～
19
歳
に
年
齢

指
定
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

L
IN

E

広
告
と
と
も
に
一
般

的
な
平
均
ク
リ
ッ
ク
率
を
上

回
り
、
い
ず
れ
も
高
い
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

LIN
E

＆YouTube

広
告
を
展
開

受
験
生
と
親
世
代
に
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る

本
学
で
は
昨
年
度
か
ら
今
年

度
に
か
け
て
大
学
紹
介
ビ
デ

オ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
か

ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「JAPAN」のタオルを手に応援するカヌー部の学生たち「JAPAN」のタオルを手に応援するカヌー部の学生たち

財
団

新
聞

羽
ば
た
け

羽
ば
た
け

　
　
大
空
へ

　
　
大
空
へ
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―
ま
ず
は
「
第
23
回
秩
父
宮

記
念
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学

賞
」
の
受
賞
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

長
ヶ
原　
今
回
の
受
賞
は
マ

ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
を
た
だ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
や
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
か

か
わ
っ
て
き
た
神
戸
大
学
の

大
学
院
生
や
ゼ
ミ
生
た
ち
が

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
、
教
育
成

果
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
昨
年
の
第
22
回
は
田

畑
泉
立
命
館
大
学
教
授
が
率

い
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
、
同
じ
1
期
生
で
残

念
な
が
ら
先
月
亡
く
な
っ
た

荻
田
太
先
生
ら
の
受
賞
で
し

た
。
田
畑
先
生
は
鹿
屋
体
育

大
学
で
教
え
て
い
ら
し
た
の

で
、
田
畑
先
生
・
荻
田
先
生

か
ら
続
く
鹿
屋
チ
ー
ム
の
バ

ト
ン
を
つ
な
げ
ら
れ
た
こ
と

も
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

―
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
の
第

1
回
大
会
は
４
県
82
校
の
参

加
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

２
０
１
９
年
の
第
16
回
大
会

で
は
41
都
道
府
県
６
７
７
校

の
参
加
と
な
る
な
ど
年
々
規

模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

長
ヶ
原　
高
校
時
代
に
目
指

し
た
あ
の
舞
台
＝
甲
子
園
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
生
の
中
に
も
う
1
回

プ
レ
イ
ボ
ー
ル
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
と
、
野
球
部
の

部
活
動
の
同
窓
会
で
甲
子
園

を
目
指
す
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子

園
。
現
役
の
高
校
生
よ
り
先

に
先
輩
た
ち
が
甲
子
園
に
行

く
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
世
界
で
1
番

大
き
な
同
窓
会
組
織
だ
と
思

い
ま
す
が
、
あ
き
ら
め
の
悪

い
お
じ
さ
ん
た
ち
が
い
か
に

多
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
（
笑
）
。

―
大
学
時
代
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
？

長
ヶ
原　
ス
ポ
ー
ツ
を
学
問

的
に
研
究
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
進
学
し
ま
し
た
が
、
全

国
か
ら
す
ご
い
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
て
お
り
、
寮
も
授
業

も
楽
し
く
て
毎
日
の
よ
う
に

刺
激
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
野
球
場

も
な
く
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
練
習
に
行
っ
て
い
た
の
で

ジ
プ
シ
ー
球
団
と
呼
ば
れ
、

寮
ま
で
の
道
は
草
ぼ
う
ぼ
う

の
獣
道
で
、
陸
上
競
技
場
を

つ
く
る
た
め
に
冬
に
ア
ル
バ

イ
ト
で
1
期
生
の
み
ん
な
で

芝
生
を
植
え
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

初
代
の
江
橋
愼
四
郎
学
長

が
「
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
体
育
大
な
の

に
英
語
は
必
修
で
、
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
た

び
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
留
学
し
て
語
学
を

身
に
付
け
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
で

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
お

そ
ら
く
卒
業
生
は
鹿
屋
で
一

生
懸
命
頑
張
っ
た
原
点
を
思

い
出
す
と
思
い
ま
す
。
今
年

40
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
常

に
進
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
の
は
、
大
学

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

教
職
員
の
み
な
さ
ん
や
大
学

に
残
っ
て
い
る
卒
業
生
の
お

陰
で
す
。

―
カ
ナ
ダ
へ
留
学
中
だ
っ
た

１
９
９
８
年
に
４
０
０
m
陸

上
で
参
加
さ
れ
た
「
ワ
ー

ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
」。
ご
自
身
が
役
員
を
務

め
て
お
ら
れ
る
「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西
」
が
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
1
年
延
期
で
来
年

5
月
13
日
に
開
幕
し
ま
す
。

長
ヶ
原　
４
年
に
１
回
開
催

さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
は
、
30
歳
以
上

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
複
数
種

目
に
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
、
だ

れ
も
が
主
人
公
と
し
て
参
加

で
き
ま
す
。
10
回
目
の
節
目

を
迎
え
る
ア
ジ
ア
で
初
め
て

の
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
卒
業
生
が

「
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
」
と
い
う
名
前

で
世
界
デ
ビ
ュ
ー
し
、
体
育

大
生
の
同
窓
会
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
発
信

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
最
後
に
夢
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

長
ヶ
原　

マ
ス
タ
ー
ズ
甲

子
園
が
50
周
年
を
迎
え
る

２
０
５
４
年
に
、
88
歳
に
な

り
ま
す
。
米
寿
の
現
役
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
出
場
で
き
る

よ
う
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

た
い
で
す
ね
（
笑
）
。

（
取
材
・
文
/
西　
み
や
び
）

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
卒
業
生
３
名
が
内

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
県
内

外
の
人
々
に
広
く
周
知
し
て

大
会
を
盛
り
上
げ
、
応
援
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

本
学
で
は
鹿
児
島
県
内
の
３

カ
所
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

期
間
前
と
期
間
中
の
約
１
カ

月
間
限
定
で
Ｐ
Ｒ
広
告
を
掲

出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
学
の
所
在
地
で
あ

る
鹿
屋
市
庁
舎
に
懸
垂
幕

を
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅

祝
Ｏ
Ｂ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

県
内
３
カ
所
で
応
援
Ｐ
Ｒ

に
あ
る
大
型
商
業
施
設
ア

ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
内
の
ア

ミ
ュ
広
場
に
設
置
さ
れ
て

い
る
約
３
０
０
イ
ン
チ
の

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
「A

M
U

 
V

ISIO
N

」
で
は
大
学
紹

介
ビ
デ
オ
か
ら
の
抜
粋
し
た

映
像
と
3
名
の
紹
介
を
15
秒

の
動
画
で
流
し
、
鹿
児
島
空

港
到
着
ロ
ビ
ー
に
は
到
着
時

間
モ
ニ
タ
ー
の
両
脇
に
大
学

名
と
３
名
を
紹
介
し
た
シ
ー

ト
広
告
を
掲
示
し
ま
し
た
。

掲
出
期
間
中
ア
ミ
ュ
広
場
で

アミュ広場の大型ビジョンの動画広告アミュ広場の大型ビジョンの動画広告

鹿屋市庁舎の懸垂幕鹿屋市庁舎の懸垂幕 鹿児島空港シート広告鹿児島空港シート広告

は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
行
き
交
う

人
々
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

がA
M

U
 V

ISIO
N

を
見

上
げ
る
姿
が
目
に
つ
き
ま
し

た
。
鹿
児
島
空
港
は
到
着
ロ

ビ
ー
の
到
着
口
に
隣
接
す
る

場
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

迎
え
に
来
た
人
々
や
前
を
通

る
人
た
ち
の
目
に
触
れ
て
い

ま
し
た
。

　

本
学
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

有
言
実
行
。
火
を
噴
く
桜
島
以
上
に
熱
い
想
い
を
胸
に
秘
め
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
ら
し
く
さ
わ
や
か
で
礼
儀
正
し
く
、
常
に
謙
虚
で
穏
や
か
な
姿
勢
を
崩
さ

な
い
。
全
国
の
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
、
性
別
・
世
代
・
甲
子
園
出
場
の
有

無
・
元
プ
ロ
ア
マ
を
問
わ
ず
、
出
身
高
校
別
に
同
窓
会
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
甲

子
園
出
場
を
目
指
す
「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
」
。
そ
の
開
催
を
通
じ
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、
１
期
生
で
神
戸

大
学
大
学
院
教
授
の
長
ヶ
原
誠
さ
ん
が
今
年
第
23
回
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ

医
・
科
学
賞
を
受
賞
し
た
。
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
は
趣
旨
に
賛
同
し
た
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
浜
田
省
吾
さ
ん
が
大
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
提
供
し
、

重
松
清
氏
に
よ
り
小
説
化
さ
れ
、
２
０
１
５
年
に
は
中
井
貴
一
さ
ん
主
演
で
映

画
『
ア
ゲ
イ
ン　

28
年
目
の
甲
子
園
』（
東
映
）
と
し
て
も
公
開
さ
れ
、
主
題
歌

は
浜
田
省
吾
さ
ん
が
手
掛
け
た
。
当
時
関
係
者
が
口
に
し
た
の
は
「
長
ヶ
原
さ

ん
の
人
柄
に
動
か
さ
れ
て
」
。
こ
の
言
葉
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
。

卒業生インタビュー

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科教授
マスターズ甲子園実行委員長
１期生　長ヶ原　誠さん

【プロフィール】
ちょうがはら・まこと。1965（昭和40）年４月、鹿児島県生まれ。
鶴丸高校、鹿屋体育大学、同大学院体育学研究科修士課程を修了
後、同大学助手に。1992年、カナダへ留学。1998年7月、アルバー
タ大学大学院体育・レクリエーション学博士課程を修了。同年9月か
ら同大学非常勤講師。1999年、神戸大学発達科学部講師。准教授を
経て、2014年から同大学大学院人間発達環境学研究科教授。

「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
」の
生
み
の
親
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令和３年９月⑶

　鹿屋体育大学は今年開学40周年を迎え、以下のとお
り記念事業を開催いたします。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため招待者の
ご来場は鹿児島県内の方のみとさせていただき、式典
等はLIVE配信を行います。
　皆様ぜひLIVE配信をご高覧ください。
◇記念事業日：令和３年９月25日（土）
　〇記念式典　13：30～　〇記念講演会　14：40～
※講演会※
　第一部：柴田亜衣氏のLIVE配信による講演
　第二部： 本学卒業生のオリンピアン４名からのビデオ

レターによる柴田亜衣氏のトークセッション
となっております。

◇配信情報： 本学公式ウェブサイトからアクセスくだ
さい。

　セパタクローという競技を皆さんはご存知ですか？セパタクロー
は東南アジア発祥のスポーツで、セパはマレー語で「蹴る」タクロー 
はタイ語で「ボール」を意味します。その言葉通り、ネットを挟ん
で頭や足を使ってボールを相手コートに返し合うバレーボールのよ
うなスポーツです。試合は 3 対 3 で行われ、バレーと同じように、
脚を使ってサーブやレシーブ、トス、アタックなどを行います。「え、
それって難しいんじゃないの？」と思った方もいるかもしれません。
そうです、実はめちゃくちゃ難しいんです（笑）。初心者はリフティ
ングするのもままならず、ゲームなんて夢のまた夢なんてことはざ
らにあります。だけど、練習を重ねていくうちにできることが増え、
いつのまにか空中で一回転しながらアタックするなんてことができ
るようになっていたりします（笑）。競技を始めるハードルが高いの
はたしかなのですが、だからこそできることが増える楽しさや嬉し
さは大きいし、試合もレベルが高くなるにつれて信じられないよう
なプレーや巧妙な駆け引きができるようになり、勝つ喜びや負けた
悔しさがどんどん大きくなっていく魅力的なスポーツです。
　私たち鹿屋体育大学セパタクロー部は現在主に 2 人で活動してい
ます。普段の練習は月、水、金、土で金曜日には地域の方々とセパ
教室も行っています。新入部員、セパ教室への参加を部員一同、心
よりお待ちしてます！

セパタクロー部セパタクロー部

課課外外活活動動団団体体紹紹介介

　

鹿
児
島
大
学
よ
り
着
任
い

た
し
ま
し
た
施
設
課
長
の
竹

下
雄
二
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
霧
島
市
で
す
。
高

校
を
卒
業
後
、
東
京
に
出
て

以
来
、
あ
ち
こ
ち
を
転
々
と

し
、
国
立
大
学
に
採
用
後
、

今
回
で
５
つ
目
の
大
学
に
な

り
ま
す
。

　

今
ま
で
主
に
大
学
病
院
の

再
開
発
整
備
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
本
格
的
な
体
育
施

設
は
初
め
て
な
の
で
一
か
ら

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

施
設
課
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
一
般
的
に
は
な
じ
み
の

な
い
部
署
だ
と
思
い
ま
す

が
、
体
育
大
学
の
建
物
、
屋

外
競
技
場
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

な
ど
の
施
設
整
備
・
維
持
管

理
な
ど
を
主
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
他
に
体
育
施
設
・
合

宿
研
修
所
な
ど
の
貸
し
出

し
、
構
内
の
緑
地
管
理
、
建

物
内
の
清
掃
、
時
間
外
の
警

備
業
務
な
ど
も
担
当
し
て
お

り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
、
綺
麗
で
清

潔
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
教
育
研
究
環

境
の
整
備
に
少
し
で
も
お
手

伝
い
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
教
職
員
及

び
学
生
の
皆
様
、
初
め
ま
し

て
。

　

学
生
課
副
課
長
と
し
て
赴

任
し
ま
し
た
、
桑
畑
実
代
と

申
し
ま
す
。
そ
の
前
は
鹿
児

島
大
学
理
工
学
研
究
科
等
理

学
系
の
会
計
係
長
を
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
鹿
屋
に
は
一
昨

年
の
秋
に
研
修
で
３
日
間
お

世
話
に
な
っ
て
以
来
の
来
校

で
し
た
。
そ
の
時
は
遠
く
に

海
を
隔
て
た
開
聞
岳
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
、
大
隅
半
島

に
い
る
こ
と
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
当
時
は
こ
の
よ

う
に
働
く
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
今
回
は
３
日
間
で
は

な
く
３
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
国
立
大
学
に
就
職
し

て
20
数
年
経
ち
ま
す
が
、
学

生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
学
生

系
の
職
務
に
就
く
の
は
初
め

て
の
経
験
で
す
。
今
は
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
に
必
死
で
、

周
り
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
赴
任

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
昼
休

み
学
生
歌
が
流
れ
る
こ
と
に

と
て
も
驚
き
で
し
た
！　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
を
輩
出
し
た
本
校
へ
の
意

識
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

研
修
の
際
に
も
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
立
派
で
、

F
itness and Sports

の

看
板
に
遜
色
な
く
充
実
し
て

　

鹿
児
島
大
学
よ
り
、
施
設

課
副
課
長
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
小
島
輝
彦
と
申
し

ま
す
。「
鹿
屋
体
育
大
学
の

印
象
で
す
が
、
学
生
さ
ん
が

元
気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
が
魅
力
的
で
す
ね
。

皆
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し

く
て
、
さ
わ
や
か
で
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
大

学
に
施
設
課
と
い
う
部
署
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
学
生
の
皆
さ
ん
の
中

に
は
知
ら
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
少

し
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
施
設
課
は
学
生
の
皆

さ
ん
と
は
接
す
る
機
会
が
少

な
い
の
で
す
が
、
業
務
内
容

の
一
例
と
し
て
は
、
建
物
に

傷
ん
だ
箇
所
が
あ
れ
ば
修
繕

を
し
た
り
、
電
気
や
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
機
器
が
故
障
し
た

時
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し

た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
を

整
え
た
り
、
建
物
や
屋
外
施

　

教
務
課
教
育
企
画
係
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
景
山
愛
美
と

申
し
ま
す
。
と
、
言
い
ま
し

て
も
こ
れ
ま
で
本
学
で
11
年

ほ
ど
非
常
勤
職
員
や
特
任
専

門
員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
さ

ら
の
ご
挨
拶
が
お
恥
ず
か
し

い
感
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
に
改
め
て
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
気
持
ち
で
業
務
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
鹿

屋
で
、
両
親
と
も
に
鹿
屋
出

身
の
生
粋
の
鹿
屋
人
で
す
。

そ
れ
で
も
勤
務
す
る
ま
で
鹿

屋
体
育
大
学
の
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

今
こ
の
よ
う
な
楽
し
く
も

刺
激
の
あ
る
環
境
に
い
ら
れ

る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
良
さ

は
学
生
さ
ん
の
素
直
さ
と
元

気
な
挨
拶
と
教
職
員
の
方
々

の
優
し
さ
と
温
か
さ
が
溢
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
学
生
の
皆
様
の
活

設
の
清
掃
を
し
た
り
な
ど
、

大
学
内
の
建
物
や
施
設
・
設

備
を
守
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
施
設
課
は
皆
さ
ん
の
学

習
環
境
や
練
習
環
境
を
よ
り

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
陰
な

が
ら
応
援
し
て
い
る
部
署
な

の
で
す
。

　

建
物
や
施
設
・
設
備
の
こ

と
で
何
か
困
っ
た
時
に
は
お

気
軽
に
施
設
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

教
務
課
入
試
係
に
採
用

い
た
だ
き
ま
し
た
久
木
田
亮

代
で
す
。
北
陸
・
福
井
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
四
国
・
高
知

県
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま

し
た
。
学
生
時
代
は
よ
さ
こ

い
踊
り
、
四
万
十
川
で
キ
ャ

ン
プ
、
お
遍
路
巡
り
（
30
カ

所
ぐ
ら
い
し
か
回
れ
ま
せ
ん

で
し
た
）
と
高
知
を
満
喫
し

ま
し
た
。
一
転
、
地
方
か
ら

都
会
に
出
て
、
関
西
・
神
戸

市
や
関
東
・
横
浜
市
で
社
会

人
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

全
国
を
渡
り
歩
き
、
鹿
児
島

県
に
移
り
住
ん
で
15
年
が

経
ち
ま
し
た
。
屋
久
島
に
３

年
間
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、

縄
文
杉
や
宮
之
浦
岳
登
山
、

リ
バ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
自
然

豊
か
な
離
島
ラ
イ
フ
を
経
験

し
、
今
は
隣
の
垂
水
市
か
ら

通
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
事

務
補
佐
員
と
し
て
約
７
年
お

世
話
に
な
り
、
こ
の
度
、
職

員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
体
育

大
学
で
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
職
員
の

方
々
を
始
め
と
し
て
多
く
の

学
生
や
教
員
の
方
に
接
し
、

と
て
も
活
気
の
あ
る
環
境
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
気
持
ち

を
新
た
に
、
大
学
運
営
の
一

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
新
規

採
用
に
な
り
ま
し
た
田
中
涼

太
と
申
し
ま
す
。
高
校
生
ま

で
は
鹿
児
島
県
で
過
ご
し
、

大
学
進
学
を
機
に
宮
崎
県

で
４
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
教
育
学
部
に
所

属
し
、
小
学
校
教
育
や
技
術

科
教
育
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。
出
身
は
鹿
児
島
県

で
す
が
、
今
ま
で
鹿
屋
市
を

訪
れ
る
機
会
が
無
く
、
初
め

て
の
鹿
屋
市
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
鹿
屋
市
の
魅
力
に
つ

い
て
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
の

で
、
鹿
屋
市
の
魅
力
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
卒
業
生
の
中
に
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
内
定
者
が

い
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

姿
を
見
れ
た
こ
と
が
楽
し
み

の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
職
員
と
し
て

ま
だ
日
が
浅
く
、
皆
様
に
ご

心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
精
一
杯
業
務

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
４
月
１
日
着
任
、採
用
の

　

６
名
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

施
設
課
課
長

竹
下
　
雄
二

学
生
課
副
課
長

桑
畑
　
実
代

施
設
課
副
課
長

小
島
　
輝
彦

教
務
課
教
育
企
画
係景山

　
愛
美

教
務
課
入
試
係

　
久
木
田
　
亮
代

経
営
戦
略
課
　
会
計
室
出
納
係

　
田
中
　
涼
太

い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
４
月
か
ら

家
族
４
人
そ
れ
ぞ
れ
個
々
で

生
活
し
て
お
り
ま
す
。
私
も

今
回
の
人
事
異
動
に
よ
り
鹿

屋
に
来
た
こ
と
で
、
新
た
な

気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
鹿
屋

体
育
大
学
の
発
展
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
私

自
身
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
簡
単

で
は
あ
り
ま
す
が
、
以
上
で

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

気
に
負
け
な
い
よ
う
に
い
つ

も
笑
顔
で
、
先
生
方
、
先
輩

方
の
よ
う
に
温
か
い
対
応
が

で
き
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

助
と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

祝　開学四十周年記念
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体育学部 総合型選抜（SS）入試 学校推薦型選抜 一般選抜 特別選抜
（帰国生徒・社会人） 私費外国人留学生入試 第３年次編入学試験

募集
人員

スポーツ
総合課程 10 人 50 人 60 人 若干人 若干人

20 人
武道課程 5 人 20 人 25 人 若干人 若干人

出願期間 R3.9.1 ㈬～ 9.16 ㈭ R3.11.1 ㈪～ 11.5 ㈮ R4.1.24 ㈪～ 2.4 ㈮ R3.11.1 ㈪～ 11.5 ㈮ R4.1.24 ㈪～ 2.2 ㈬ R3.7.29 ㈭～ 8.3 ㈫

選抜期日
第 1 次選考：
　　　R3.9.1 ㈬～ 9.16 ㈭
第 2 次選考：R3.10.19 ㈫

R3.11.18 ㈭・11.19 ㈮ R4.2.25 ㈮・2.26 ㈯ R3.11.18 ㈭・11.19 ㈮ R4.2.25 ㈮・2.26 ㈯ R3.8.23 ㈪・8.24 ㈫

本学が
実施する試験

第 1 次選考： 
競技歴及び意欲等審査 
第 2 次選考： 

「プレゼンテーション＋口
頭試問」試験、健康診断

小論文、面接、 
実技検査、健康診断

「プレゼンテーション
＋口頭試問」試験、
実技検査、健康診断

小論文、面接、 
実技検査、健康診断

「プレゼンテーション
＋口頭試問」試験、
実技検査、健康診断

小論文、面接、 
運動能力検査、
健康診断

合格者発表 R3.11.1 ㈪ R3.12.1 ㈬ R4.3.7 ㈪ R3.12.1 ㈬ R4.3.7 ㈪ R3.9.17 ㈮

令和４年度鹿屋体育大学入学者選抜日程

※ 出願資格、出願書類、選抜方法等の入学者選抜に関する詳細
については、大学公式ホームページでご確認ください。 入試に関する

問合せ先
〒891-2393　 鹿児島県鹿屋市白水町1番地 　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp  TEL：0994-46-4869  FAX：0994-46-2533
公式ホームページ   https://www.nifs-k.ac.jp/

　

７
月
17
、
18
日
の
2
日

間
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
斉
藤
淳
郎
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
今
年
度

１
回
目
と
な
る
「
就
職
塾
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
活
動
の
全

体
像
を
理
解
し
て
就
活
に
必

要
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
３
年
生

を
対
象
に
夏
と
秋
の
年
２
回

就
職
塾
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
11
年
目
と
な
っ
た
22
回

目
の
今
回
は
6
人
の
3
年
生

が
参
加
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
長
所
や
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
自

己
Ｐ
Ｒ
と
し
て
記
す
こ
と
の

大
切
さ
や
、
自
己
紹
介
、
面

接
の
方
法
な
ど
を
実
践
で
学

び
ま
し
た
。

　

就
職
塾
で
は
毎
回
サ
ポ
ー

タ
ー
役
と
し
て
、
４
年
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
役
を
務
め
た
漕
艇
部
主

将
の
谷
口
智
佳
子
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
、
宇

和
島
東
高
等
学
校
・
愛
媛
）

「
鹿
屋
体
育
大
学
第
１
回
就
職
塾
」
を
開
催

少
人
数
制
で
就
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

は
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ

ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
就
職

活
動
で
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
、
お
礼
に
何
か
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
で
参
加
し
ま
し
た
。
３
年

生
の
今
の
時
期
に
こ
の
塾
に

参
加
し
て
い
た
ら
、
心
の
ゆ

と
り
が
持
て
た
と
思
う
し
、

自
分
な
り
に
や
っ
て
き
た
つ

も
り
で
は
い
た
け
れ
ど
、
ど

う
い
う
動
き
を
し
た
ら
い
い

の
か
、
も
っ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
の
で
、
昨

年
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
が

悔
や
ま
れ
ま
す
。
“
塾
”
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
堅
苦

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
不
安
要
素
を
吹
き

飛
ば
し
て
く
れ
る
講
師
の
先

生
の
引
き
出
し
の
多
さ
と
力

が
す
ご
く
て
、
斉
藤
さ
ん
と

い
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
助

け
て
も
ら
え
る
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
根
本
的
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
え
て
、
社
会
に
出
た

と
き
に
役
立
つ
話
題
も
多

く
、
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で

現
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
自
分
自
身
の
考
え
の
狭

さ
を
痛
感
す
る
と
同
時
に
視

野
が
広
が
っ
た
２
日
間
で
し

た
。
こ
の
空
間
に
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
身
を
置
け
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
「
年
に
2
回

課
外
活
動
の
大
会
が
ま
だ
あ

る
中
で
の
開
催
な
の
で
、
今

回
も
少
な
い
人
数
で
の
開
催

に
は
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
参
加
者
は
例
年
以
上
に
履

歴
書
が
よ
く
書
け
て
い
る
と

い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
就
職
試

験
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
企
業
も
多
く
、
立
地
的

に
不
利
な
鹿
屋
体
育
大
学
は

距
離
を
飛
び
越
え
て
実
力
を

発
揮
し
や
す
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
雇
用
先
が

減
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ

ナ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
前

向
き
に
捉
え
て
ほ
し
い
」
と

就
職
活
動
が
こ
れ
か
ら
本
格

化
す
る
学
生
に
エ
ー
ル
を
贈

り
ま
し
た
。

　　　　　　本学１期生で、学術研究・情 
　　　　　報・国際アカデミー担当の鹿屋
体育大学学長補佐として多方面でご尽力い
ただいておりました荻田太教授は、令和３
年８月15日にご逝去されました。謹んでお
知らせいたします。

訃報

【陸上競技】
■2021日本学生陸上競技個人選手権大会
（6/4～6　神奈川/レモンガススタジアム）
▽男子　走幅跳 6位 小畠　康成
　　　　砲丸投 4位 金城　海斗
▽女子　800m 4位 仲道　彩音
■第37回U20日本陸上競技選手権大会
（6/24～27　大阪/ヤンマースタジアム長居）
▽男子　三段跳 6位 中村　勇斗
■第105回日本陸上競技選手権大会
（6/24～27　大阪/ヤンマースタジアム長居）
▽男子　砲丸投 8位 金城　海斗
【テニス】
■令和3年度九州学生春季テニス選手権大会
（7/13～22　福岡/グローバルアリーナ）
▽男子　シングルス 1位 狩行　紀希
　　　　ダブルス 1位 橋本、狩行
▽女子　シングルス 1位 岡﨑　亜美
　　　　ダブルス 1位 岡﨑、富濵
【ビーチバレーボール】
■令和３年度九州大学ビーチバレーボール選手権大会
（7/3～4　鹿児島/鹿屋体育大学ビーチバレー場）
▽男子 1位 根耒、八木
■�第３回全日本ビーチバレーボールU23男女選抜優勝大会
（7/17～18　兵庫/明石市大蔵海岸公園海水浴場）
▽男子 ベスト8 山下、八木
▽女子 ベスト8 有村、大久保
【体操競技】
■第75回全日本体操種目別選手権
（6/5～6　群馬/高崎アリーナ）
▽男子　種目別　あん馬 8位 杉野　正尭
　　　　種目別　鉄棒 3位 杉野　正尭

【水泳】
■第81回九州学生選手権水泳競技大会
（7/10～11　鹿児島/鴨池公園水泳プール）
▽男子
 100m　自由形 1位 田切　和也
 200m　自由形 1位 田中　一光
 200m　バタフライ 1位 榊　大希
 200m　平泳ぎ 1位 榎田　大己
 200m　個人メドレー 1位 戸田　亮真
 400m　自由形　 1位 水上　瑠日
 400m　個人メドレー 1位 戸田　亮真
 1500m　自由形 1位 水上　瑠日
 800m　フリーリレー 1位 榊、水上、田切、田中
▽女子
 団体総合 1位 鹿屋体育大学
 50m　 自由形　 1位 久保田　梨琉
 100m　自由形 1位 久保田　梨琉
 200m　自由形 1位 髙宮　玲音
 200m　個人メドレー 1位 吉原　杏実
 200m　フリーリレー 1位 髙宮、吉原、伊藤、端野
 400m　自由形　 1位 髙宮　玲音
 400m　個人メドレー 1位 吉原　杏実
 400m　フリーリレー 1位 髙宮、久保田、伊藤、讃岐
 400m　メドレーリレー 1位 吉原、田中、宮崎、久保田
■第68回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
（7/10～11　鹿児島/鴨池公園水泳プール）
▽男子　団体総合 1位 鹿屋体育大学
▽女子　団体総合 1位 鹿屋体育大学
【剣道】
■第13回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
（7/10　奈良/ジェイテクトアリーナ）
▽女子 ベスト8 桑水流（鹿児島県代表）※
  ベスト8 妹尾（福岡県代表）※
※は他団体選手との出場を示す。

【漕艇】
■令和３年度国民体育大会　第41回九州ブロック大会
（7/10～11　福岡/遠賀川漕艇場）
▽女子　ダブルスカル 1位 谷口（鹿児島県選抜）※
※は他団体選手との出場を示す。
【自転車競技】
■�第59回全日本学生選手権チーム・ロード・タイムトライアル大会
（6/5　埼玉/利根川上流域南側）
▽男子 5位 西原、古谷田、馬場、大河内
■�第６回全日本学生選手権個人ロードタイムトライアル自転車競技
大会

（6/6　埼玉/利根川上流域）
▽男子 8位 伊澤　将也
▽女子 4位 石上　夢乃
■第61回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
（6/26～27　鳥取/倉吉自転車競技場）
▽男子
 スプリント 3位 黒瀬　浩太郎
 タンデムスプリント 7位 田仲、成海
  8位 香西、小谷
 15㎞　スクラッチ 5位 新垣　慶晃
 20㎞　マディソン 4位 西原、伊澤
▽女子
 3㎞　インディヴィデュアルパーシュート
  4位 成海　綾香
  5位 石上　夢乃
 ポイントレース 3位 石上　夢乃
  6位 成海　綾香
 16㎞　マディソン 1位 石上、成海
■2021年九州地域自転車競技大会
（7/10～12　熊本/HSR九州）
▽男子
 個人ロードレース 1位 新垣　慶晃

６月～７月６月～７月


